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ABSTRACT

On 　the　T三me 　Study　for　Shipbnil　 hng　Work．

By 　N ．　MRS ユkL

　　1〕uring 　1926・工927　the　time−study 　 was 　carried 　out 　to　ascertain 　the　ti皿 e−rate 　 and 　the

piece．ra ｛£ which 　have　been　 used 　 since 　1905　in　Kure　Naval　Dock 　Yard．

　　Thg 　study 　was 　classified 　as　follows，
‘「 Determinate ，

，， ‘‘Indeterm夏n 飢 e
，

，，‘‘
エong 　time ，，

and
‘‘ Short　time。，，

　 Firstlyもhe　indeter皿 inate　and 　Iong　ti【ne 　 me もhod　 was 　 studied 　and

then　determinate　 and 　short 　time　nex し

　　As　the　results ，
　one 　of　examples 　of　riマ eting

，　Table　NQ。12　shows 　their　d正fference　being

abOllt　10％ and 　so 　cons 三derable．

概 要

　　呉 海軍工 廠造船部 に於て は 、可な り吉 くよ り請負工 事な實施 し居 サ、請負墓準 に つ きて は 、 長

年見の 經驗 と統計とに よ る相 當硴箕な ろ工 數 葭 、單價表な制定tfられあ り、然 るに 伺此 の 基準決定 葎

確立 す る鴬 め に 、更 に 作業 の 時 問研 究 に よ りて 、工 事の 塞準決定用務元 の 砺 究 調 査を行 ひ 、誘 負基

準を科學的 に 處理 決定ぜ ん とぜ り。 而 して各種方面 に 亘 ろ造船作業に 適應d し．む る爲め に ，時間研

究法な短時間、長時間 、 既定 的、 未定 的の 4 に 分類 し、 根 本 胸研 究 として先づ 未定 的及長 時間研 究

を な し、一
日中 の 許容 時間 及添加時［kS等の 割合な定 め 、工 揚設 備、管理法、作 業方法等の 適否 な見 嵩

し、 探漿 しt：ろ詑録を 充分比較吟味して、第 2段の既定的及 短時間研究に 進み 基準時聞の 決定 に 郵

逹 寸 るな最良法と認 めれ り 。 實行 の結果豫期以上 の 成績な得 、
二 十幾年來制定ぜ られ れ る 工 歎 表 、

單價表 秘確實化 し得 る に 至れ y 。 鉉 鋲時間研 究 の 一例 に見 る も、 短時間研 究 と長時間研究 と に SE

携準時間の 差約 1割 に逹
『
ぜ る如きは 、 見逃寸能は ざる事實な りと認む。
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一
ぴ 結　　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
、 緒　　　 言

　近頃作業時間研究 lc關する論議が 謂方面 に於て高唱 されて居 ）ます。 各作業の 専門に よりて 異 りま

すが 、 主 として 機：戒工 事の 如き方面 に 於 て 、實施され 、 論議 され て る様に 見 え ます。

　然るに遨船 作業は機賊工事 もあ り、鐵木工 事の 如きあ り．撓鐵工事．木工 事，塗粧工 事．綱 具工 事

等種 々 雜多な方面があります。 而して 此各X 面 に つ き作業時悶研究を致しまして
． 作業 を基本的操作

に分解 し、操作に要する時間を正確に實測記録 ずる こ とは ，

一寸考 へ て も中 々 困難の や うで御座 い ま

す 。

　御承知か も知れませぬが ．呉工廠迅船部で は．明治 36 年頃以來 ． 講員工事を實施して 居 りまし

て 、請員基準の決定に つ きて は隨分長日 月を費し．統計に より、経驗に より、可 な り確かな エ 數表 、

單贋表が出來て居 ります 。 勿論工 場設備、機賊器具 の 改良進歩に俘 ぴ ．變改 を して 居 りま す が ．工 事

の 基準決定 用諸元の 研 究調査 を行ぴ ．請員基準を科學的に處理決定 し女台めました の は ． 比較的近年で

あ ります。 即ち二十何年來制定された 工數表．單領表 を時隅研究に よりて確實化せ ん とす る もの で あ

ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
』
　　　

’

　時開研究 を應用する に中々 困難で ある造船作業に之を實施 しつ 」 ある状況に つ き大體を述べ て 見た

い と思ふ の で あります o

　　　　　　　　　　　　　 二
、 時間峅究の 目的

Cl）標準作業時間 の決定 （請負法の 完肇、生 産　　（5） 運輪交通機關の 整頓

　 原贋の 確立 ）

（2） 作業力鞍 の 改善

（3） 工 場設備の 改善

（4） 工 揚 管理法の 改 善

（6｝ 其他 調査事 項

　 作業條 件が 作業脆翠に 及 ぼ す影馨、 程度

　 作業者 の 適性 と作業能率

　 作業者 の 疲勞程 度 と勞働時間の 鬪係等

　 ミ 、 時間研究の一般的原則

最適當な る時間研究者 を得 る こ と

　時黝研究の 目的 を最科學的に．秩序的に ． 且實Ms勺に ．逹威せ ん とする時間研 究係の 事業は離 る興

味 多き もの なれ ども．亦多 くの 困難 を俘ふ もの で ある
。 從つ て 時聞研究者は觀察．推理、發明、分解

線合，整理 ．統 ．・
等の 頭腦を有し、且つ 其 の 職に相當1）經臉を有する こ とが必要で ある。 徇時閑研究

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

造船作業 の 時開 研 究 に 就 て
、

正 木宣 恒
型

者の 要素は強き忍耐力の所有者た る こ と．他 入 の 感情を害す るや うの こ となきこ と，八 を善導し得る

　こ と、公雫 な る こ と等で ある
。

　　　　　　　　　　
一・般從業者 に時閻研究 の 意義 を了解せ しむ る こ と

　 時闇研 究者が 秒時計を以 て 作業者の 働作を實測 記入す る場合 ， 較 もすれば 作業者は 一種の 不安 を感

する 場合 なしとせ す。 斯か る感 じを有たせ ば、完全な る研究 を實施 し理 想的結果 を望むこ とは不可能

で あ るか ら、從業者に時間研究の 目的及研究の 結果得 る職工 の 利釜等 を懇 切に詮明 し　其の意義を了

解 せしむる こ とが必要で ある 。

　　　　　　　　　　　　理 想的作業方 法に よ う標準を決定す る こ と

　 從來實施 されつ S あ る作業方法は ．多 年の 經驗に よ り相當に改良を加 へ 理想化 されつ N あ る も．聞

た 甚し く不 經濟な而か も頗る原始的な作業方 法 を繼續 して る もの も少な くな い
。 又 一般に職工 は共 の

最初 に定 め られた る作業方法或は 工 具 を最良の もの とし．自己 の 永年 の 經驗と熟練とを過信 して他 を

顧みざる もの なきに しもあらすで ある』夫れ故に時間研究係は能ふ限 りの 良方法 を以 て 作業の 進行 を

計 り．之が 所要時間 を定 め ， 作業記録 を吟味研究 し．作業順序の 方法 を定め、標準時間を決定 ずる こ

とが必要で ある。

　　　　　　　　　　　　　標準職工 に對す る時間を決定する こ と

　同・一の 作業條件に よりて 同等の 作業をなす場含に も． 作業者の技能 、 熟練の程度及體力等に よりて ．

作業時間は著 し く相違する もの で あ る 。 從 つ て總て の 職工 に 對 して 常に 同等D 加給歩合 を得せ しむ る

こ と は全 然不可 能で あ る と 同時 に ．此加給歩合 の 不同が
一面 か ら言 へ ば 、 各自の 技能 に對す る報酬の

公雫 を意味する もの で ある 。 故に 時聞研究に當り殊更に風 叉 は劣なる者の 記録に よりて 標準を決定

する こ とは不邁當であ る。 普通の 入が普通の歌態に於て 眞面 目に作業する場合 の 言雌｛能 標準 とする必

要が ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　標準加給歩合の 選定

　標準加給歩含の 制定は困難 な問題で
、 職工 の 日給 と共に直接生活獣 態に影 響する もの で あるか ら．

職工 が 普通の 勞働に よ り生 活安定 の 保證 を得 る こ と を原則 と す る は勿論で あ るが ．工 事奨勵 の 意味 よ

り言 へ ば．共 の 1乍業状態に よりて加給歩合 の 等差は相當に大 き く附ける を得策 とす る 。 何 となれば加

給歩合の 差比較的大なれば自己の 作業能率が 自己 の 牧入に顯著なる數字となりて 表はれて 來る 。

　　　　　　　　　　個 々 の 操作に對す る標準i哮間を決定する こ と

　從來各所 に於て 甌片的に行はれた る時間研 究は綜合的叉は部分的で あ つ た 。 然し乍ら之等は何れ も

完全 とはい へ ない 。 其 の 理 由を考察する IC．綜合的時閤研究に於て は 作業中操作の 系統並に之 に要せ

し部分的時聞 を知 ることが出來なVbから． 如何なる所 に於て不必要な除去 し得る時聞が あるかさへ も

知 る事が出來す． 從つ て 設備制度．作業方法等の 駛陷を見出す こ と不可能なるは勿論で ある。 且 つ 其
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1三里
演

作業中の 或 る一　・esの 操作に改艮を加へ たりとも全體の 作業時間を更めて 謝測する必要が ある がら．不

正確で 而か も永績性の 無 い もの で ある。

　又部分的時間研究 に於て は或る簡單なる機械又は手働時聞を計測し・他は推測 に よ り て 基準を「Vtw・L

せ ん とする もの で ．簡 了しなる 工事の 各部分に就て は可な り適合する こ とを得 るも、 作業條件の 稍復誰

な る 工事に對して は、遞含し難 い もの が多い 。 故に最完全な る時間研究は、其の 作業中起 り得 べ き總

て の 操作に就て ．個 々 に盾要時關を副測 し 、 共の 各操作ccill・tする時間を知 り其の 合計に より該作業に

獨 す る基準時聞 を決定す べ きで あ る
。

　　　　　　　　　　　數理 的考察 と實際記録 とを比較研究するこ と

　以上 の 如 く作業を満   の 操作に分解 して 、所要時闇 を研究する に當 り、機賊時間等に黝 しては數埋

的に計算 し．實際記録 と比較樹照 し， 如何な る 點 に差 異を生するや ． 又其 の 差異 の 割合は適當な りゃ

等 を研究する必要 が あ る 。

　叉繍 寺聞作業の 記緑に よる計算上 の 生産量と 、 長時間繼績す る場合の 生産量とを比較研究す る こ と

を要 する。 即 ち作業者の勞働能率は絡 日
一様の速度を以て繼績さる S もの にあらす、作業又は作業者

の 性質或は共他の 作業條件に週期的又 は不規 則的に 生産量の 變化があ るか らである。

　　　　　　　　　　　　 實測者は實就時の 威想を記入す るこ と

　實測者の 作業時illl實測中に 於ける精細な る觀察は．後 日其の記録を整理 する IC當り最重要なる もの

で あるから、實測者は瞬聞の感想を必 歩記録し置 くこ とが肝要で ある。 樹又實測の 経 つ た時．其作業

に 對 す る粽合的感想をも記録 せ ねばならぬ 。 之等は大に尊重 すべ きもの で ある 。

　　　　　既定標準は工揚設備の 變改其他正當の 理 由な き限 6變更せ ざる こ と

　時間研究に よりて 一旦決定した る標準時間叉は單價は．エ場設備．機械改良、 作業條件の變更共他衆

人 に 読明し得る 正 當の 理 由なき限り變更して は ならぬ 。 其代 り充分吟味した上 で發表せ 訟ばならぬ 。

若し研究の 誤等よ り之 を變更す る如き こ とあらば．時間研究の 灌威に も係は 凱 且 つ 織工 に野して 甚

だしく不安を懐かしめ．延い て共後の 研究に支障を來すこ とは言 を俟た な い 。

　　　　　　　　　　　　　　　 四、 時間研究の實施準備

　　　　　　　　　　　　　　　　　時間研究者の選定

　時間研究者の 選定 は時間研究 の 目的 を達成す る要素で あ る 。 從 つ て 之が 適否は時 間研究成否 の 分岐

點で ある 。 人選に も．（A ）墨科を主として 實科を副とするもの と．（B）實科を主 として學科を副 とす

る もの とありまして ，何れも相當の智能．適性検査を行ふ の が良 い 。 私共の實行 して居 りますの は各

職の 見習成業後相當實地經瞼を有するもの 」くは永年勤績者に して 專門的經驗を有し．學力は高等小學

卒業者なれども入業以 宋講習魯又 は夜學等に て 習篳した入の適者を採用 して 居ります 。 特筆すべ きは

技手養域駈卒業者を採用して る こ とで ある。 欺 くて適當なる管理 者によりて之等の 人々 を指導研究ぜ
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しめば充分の 效果 あ る こ と を信ナるの で ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 時聞研究者の 教育

　時間研究者の 事業は推理及觀察の 頭腦を鋭敏に働か しむる こ とに 下斷の 努力を要するもの で あるか

ら。一・時：1勺に 教育するよ りも．各自が此 の 事業黼豊驗し．經驗を積 み．此 の 事業に越味 を持た せ る ζ

と が肝要で ある 。

指導要領を擧 ぐれば次の如 きもの で ある。

　 1．　時間研 究 の 目的

　 3．　職工 に 對すろ 時問研究了解 の親明方法

　 5．　内容鑑 別方法

　 7．作業内容 の 査定及 操作の 分類並 に 符 號の使 用 法

　 9．正 昧時間 、 許客時間及添加時i司等 の意 髭

11．　 記 錐整 理方 法

13．單贋表及工數表制定方法

15，　各種tt拳間研 突法及L働f乍研 究法

17．管理 者 の時間研究 に 對す る經驗談

19．　時間研究 に 對 して趣味を 持t：ti る ：と等

2・時間研 究 の 一般的原則

4・作業操作の分解方法

6．實測 器具の 使 用法

8．實測 方法及記鍮記 入法

10．作 業状態 及 作業 條 件 の 觀察方法

12．標準時閇 决定か法

14．講負工 事質 施方法

16．内外痔 問 研究 の 實例

18。箕測 ぜ ん とす る猛業 に對 す る研 究方針

　　　　　　　　　　　　　 作業職工 に對する時問研究の 意義説明

　時惴研究に 對す る職工 の感晴は眞に徴妙な と こ ろが ある．從つ て彼等に對 して 充分に諒解せ しむる

こ と は多大 の 努力と誠意 と を要 します 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　作業操作の 基本的分解

　前 章に述べ た る如 く． 作業 を基本的操作に分解し。各操作に 要 する時闇を正確に實測記録す る こ と

が時調研究の 方法 で ある。

　基 本的操作とは ．一
定の 作業を途行する場合種 々 變化ある1乍業者操作の 内．或る操作より次 の 操作

に移 る迄を 1つ の基本的操作とい ふ つ で あるから．此操作が 多い 程作業は複 雜 を意味するの で あ る

基本的操作は 見解に よ りて 次の 2 つ に 分つ こ とが 嶺來る。

　（1）　部分品製造工 事叉は分業的操作に 於 て 作業者O 一擧手．一．一投足 ．即 ち數秒聞の極微細なる操 作

　　　　に區分し．微妙なる作業の 推移を研究せ ん とす る もの 。

　（2）　綜合的組立 工 事叉は大型製品等にて 1っ の 作業週期が比較的長時・聞 を要する場合．或 る 一・樣な

　　　　る操作．例へ ば仕專場 に到着する迄の 時間．8 物の 取付時間 ．金燒瑚 臥 鎚打時賜及何 々 等の

　　　 繼績す る間 の 1 分若 くは 2 分位の 比較的長時聞 を
一
操作と し研究せ ん とす る もの 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 時問研究要具

（1） 職 鏘 計 儲 ・働 手号… ）　 （・） 實雌 甑 ・ 輕 ・ … 糠 鰺 照 ・

　 （3） 記錬 用 具は 萬 年笨   最良 とす　　　　　　　　　 （4） 物指 （6 折尺に して 日英佛單位目盛 の もの ）

　（5） 計 算 尺 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6） 算 　盤
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巴生
ウ

更

　　　　　　　　　　　　　　　　五 、 時間研究法の分類

　作業を基本的操作に分解す る時間研究方法を大別 して ．次の 4種類とする こ とが出來る。 其の長酬

及短願等 を比較一
覽に 使利の ため表に した 。 （別表參照）

（1）　既定的研究法

　　 從來
一
般に實行されて 居た方法で ．研究せ んとする或作業に對して 豫 め適當と認む る方 法J順序 ．

　　 機賊工 具等を決定し．之 に よりて 作業せ しめ、各操作の 所要時闇を實測研究し、基準作業時闇を

　　 決定す るもの で あつ て ．比較的衢單な る作業に邁用して 便利で ある。

（2）　爿ミ定白勺研究法

　　 從來餘 り多 くJijぴ らli．て 居らなか つ た方法で ．既定的研究法に於て 困難 と認めらるる比較的優雜

　　 なる作業 に對 して適用する もの で ．即ち優良職工 に共の意圖 を了解せしめ ．彼が最も滴當と認む

　　 る方法及順序等に て 作業せ しめ 、 其の 有 りの 窪を實測記録し．他の 煮と比較し且つ 數理 的考察

　　 を加へ
． 作業方法 、順序其他基準時間 を決定し、之に依 りて現在の 作業方法 、 工 場設備管理 の 適

　　 否等を調査せ ん とする もの で ある 。

（3）　短時間研究法

　　 或る作業が普通の 進行1伏態に ある もの を 1個 2 個若くは 50個位、即 ち 30 分乃至 2 時間位實測

　　 し ． 之に依りて 各操作に要 す る基準時間 を決定 し．之 に特定 の 時間 を割墳し （作業の 種類及作業

　　 條件に て異 なる）標準時間 とずるもの で ある 。

（4） 長時闇研究法

　　 作業者の着手時よ り共 の 絡 り迄 ，例 へ ば半 日以 ヒ若 くは 二 三 日闇繼陵して 實測 し共の 闇に於け る

　　 操作の 微分研究に よりて 1 日聞 及着手 時 より竣工時迄の 最高及最低記 碌並 に生産量變化の鑢

　　 或は工場設備 ． 管理 、 準備の適否並に故障．浪費の 割合を調査iせ んとするもの である 。

　　　　　　　　　　　　　　　 六 、 時間研究の大體方針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究法の選擇

　別表 の 如 く時間研究法は共種類に より各長短 所があるか ら． 共研究せ ん とする作業に遖當の もの を

撰んで採 用すれば相當IC效果 を牧め らる S の で あ る c 而 して 從來時間研究が 作業歌態の 比較的簡短な

る もの に の み適用せ られた爲め に
， 既定的及短時聞研 究が採用せ られ此方面 に於て 相當の 發達をなし

且 つ 效果を擧げて る樣で ある 。

　然るに 造般作業の 内に は簡 單で殆ん ど反復的である もの と、甚だ し く複籬で 1El中の 働1乍が 台ん ど

一定 した るもの L な い作業 もあ る。 從つ て 既定的及短時闇研究を採用 して有效な もの もあり或は全然

不 可能 の もの もある。 そ こ で 私共は諸研究法の 長所 を採 り ． 作業絛件に適合せ しめつ L あるの であ り

まず。 即 ら研究方法を 2 段に分 ちます 。
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時 間 研 究 法 の 分 類

作業 奄蕊本的操作 に 分解 す ろ時間研究方法 を大別 して次 の 4 種 齪 とす る こ と が出 來 る。
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（1｝ 作業方法 又 は 作業 準備 等が 完

　　全 に 行 は れ 居 ら
．
ざ 親 こめ 種 々

　　の 動作が混 交 するな 以 て實測

　　者 と して 甚だ し く困難 昏感ず

　 　 ろ こ と が あ ろ o

（2） 作業方法な一定 し得 ざ ろ t：th

　　 に 殊 更 に 不 邁當な 作 業方法 に

　 　 よ る もの が あ る e

（3） 實 測 時間を長 く要 す。
（4） 實測 記線 の 整理 及 研 究に 時間

　　 と努力 と濃9要 すo

〔1） 短 蒔間の 箕測 な る な 以て
一一一日

　　な 通 じて の 疲 勞等 に よ る 作業

　　量 の 變 化 並 に 必 要 時間 の 量 が

　　不 明 で あ ろ 。
（2） 加 工 時 問が甚だ緬 密 に 研 究 ぜ

　 　 られ tこる こと も、害屮曾時 「断の

　　決定が 不確 實で あ ろ ノこめ数 果

　　が少 な い 。
（3） 作業 が順 調に 進捗 ぜ る場 合》

　　實 測 す る な 以
『
（着 手 時 に於 け

　　 ろ準 備其 の 他 の 時 間が 不 明 で

　 　 め ろ 。
（4＞ 短 磚間研 究 な ろ を 以 て 此 間に

　　起 ろ事 故或 は 工 場 設 備並 に 管

　　理 に   る 欠陷が發 見 L難 き事 ．
（5） 複 雜 な る作業に 邁用 困難 な る

　 　 ； と。

（1＞ 實測 時間が 長い 爲實 測者 の 苦

　　勞が 多い と同時に 基準時 問決

　　定 に 旻時日存要 す る こ と。
（2） 貿 測 記録 が多 くな る 爲 め整 理

　　方法が困雜で あ ろ 。

（3＞ 作 業 者 に 實測 者 が 長 時 間 罫樽忝

　　 ふ 奄 以
ー
て作 業 者 が氣 兼 し 、 從

一
（喜lfな V

・傾向 力：あ るo
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造船作業 の 時間研究 に 就て、正 木宣恒
毯 1

（1） 先 づ各作業に就て未定的長時隅研 究をなし．現作業欺態に於け る諸種 の 缺陥を知 る と共に最良

　　　の 作葉條件及方法を知 り岨 つ 共種作業に對す る 1 日中の 必要 な る許容時間の 割 合及作業準備．

　　　川意に 要す る添加時聞 を決定 し徇不必要な る時閻を明か に する 。 斯 くして 現 二L場設備及制度に

　　　於ける最良 の 作業方法 に よ る標準時閊及設備敦良後に於ける標準時間を決定す。 此 の 方法 に よ

　　　 b製品寸法等は異な る も同一の 性質を有す る作業に對して數囘計測す るの で ある。

〈II）　（1） の 如 くして 1 日中の 實際作業し得べ き正當なる時聞及最良の 作業方法が知れたならば、 次

　　　に は 各部分の 基本時間を決定する爲め に 既定的及短時間研究をするの で ある 。 斯 くすれば比較

　　　的短時日 の 聞に 理 想的時聞研究が田來 る。

　　　　　　　　　　　　　 作業時間の 大別 と働作内容の 考察

　研究 の 便宜上作業時聞 を次 D4 種 1こ大別し且働作の 内容 を 8 種類に分ちて 各符號 を設定 す。

（1 ）　正味時聞 （tt）

　　　 實際の 仕事時聞に して 生産量に 比例 して 増加す る觝要時閻で ある 。
2 大別す。

　　　 （1）　正 味加工 時間 （C）　 切削．穿孔、研磨．槌打， 錆落、塗粧、縫布，組合時間等、 製，Fn

　　　　　　叉は船體に直接加工 する時間で ある 。

　　　 （2）　補助仕事時間 （A ）　 加 工 材料 も 器具工 具の 取付，取外、寸法計測、檢査 ．金燒．仕事

　　　　　　場 に於け る加工 晶父は足場 の 短距離移動．加工 足場の短距離移動時闇等 ．直接加工 に あ

　　　　　　らざるも個 々 の 製品又は作業に就て 是非共必要 なる時間 で ある。

（II）　許容時閣 （t．）

　　　 或 る種 の 作業を繼績するに當 り、毎日正 味時闇以外に是非共必要なる働作に對 す る時間 に して

　　　 作業時間に 比例する時間で ある
。
2 大別す。

　　　 （1） 必要 なる手室時間 （N ）　 便所．湯呑．汗拭等生理 的必要時間，仕事場 へ 往復、注油．

　　　　　　器具工 具出納、點火、淌火並に起重機其他の 正當なる待合せ時聞等をい ふ 。

　　　 （2） 故障時闇 （H ）　 機 賊の故障．動力停止共他突發的事故に より．短時聞作業不能 の 時閥

　　　　　　を い ふ 。

（III）　添加時間 （T）

　　　初めて 其の 作業に着手する場合に ，諸種の 準備並に作業用意に獨する所要時闘をい ふ 。 即加エ

　　　 量が 同時 に績きて 10 個 の 場合 も 1 個 の 場合 も
一度は機賊を調整せ ねばならぬ 。 鬪面 も一度

　　　 は見ねぱ な らなV ・か ら加工 量に無關係に與へ ねばな らぬ 。 從つ て 別に決定する必要がある 。 但

　　　 し同じ作業始めに要した時聞で も．刄物の 取付等は或る數丈け加工 すれば再び取換る こ とを要

　　　 す るか ら，正味時間内に適當の 割合を以て加ふ べ きで ある 。 2 大別す。

　　　 （1） 準 備時 聞 （？）　圜面 ．特種器 具．「ゲ 冖ジ」等の 借集め、工 具研磨材料及淌耗品の 受

　　　　　 領 、 石 炭 「コ ーク ス 」、製品粗材の蓮搬，特種段取 、足場掛け，他工場若 くは他 組 合と
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瞳 講 演

（IV ）

　　 の 交渉 、 作業場調査、湯汲等作業以外の 人、即ち作業準備係若 くは組長等に て なす を便

　　 利 と す る作業を今迄 は加 τ 者が行 つ て 居 る もの が 少 くな い 。 之等に黝する時聞 をい ふ の

　　 で ある 。

（2） 着手用意時聞 （R ）　 工 事の 受命、固面 の 會得．圖面 と未威品との 對稱 ． 機誠並 に 工 具

　　 の 調整．機 賊及仕事場の 始末等 、 製品個數の 多少に拘はらす ・ 作業着手時に 作業者の 必

　　 す爲す ぺ き操作をい ふ 。 徇作業の練習效果 に よる もの も此内に含む。

控除時聞 （F ＋ W ）

作業に 不必要なる操作に對 ずる時間に して 、現在實就時間中よ り控除すべ き時間で ある。
2 大

別す 。

（1）　浪費時闇 （W ，　 自己の 怠惰に よるもの ． 他入 の世話叉 は他人 の 作業に關係せ るもの

　　 等其作業 に 全然關係なき操 作に 對 す る時［IU全部 をい ふ
。

（2）　仕直 し時間 （F ）　 本入又は他入 の 不注意．或は設備の不完全の 爲めに製品が不艮に し

　　 て 手直を要 する時間 をい ふ 。

　　　　　　　　　　　　　　　操作符號の 設定

　作業操作を細分して 計測する場合、各操作の 名稱 を其都度記入する こ とは．甚手數を要 し場合に よ

りて は不可能の 事が ある 。 依て既定の 諸操作符號等は各職兵通 の もの は．豫 め定め置き ．

一
見 して 識

別し得 る様 に する 。 正味時間の もの は各職及各工 事毎に操作異なる を以て豫 め決定する こ と は不可能

で 其都度實測者が定 める 。 又正味時聞 と其他の 時聞 を區別する爲めに ．正味 時 聞には 「し丶 ろ、は」

等 の 不假名叉 は 「α， 5， C」等を用ぴ其他 の もの に は 「イ．ロ
．

ハ 」等片假名 を用ふ 。
二 三 の 例を示 せ

ぱ左の 如きもの で ある。

（1） 正 味加工時間 （鋲荒打Ls）（鋲仕上打ろ）（帆布縫方ぬ） （金物外徑荒削は）（外徑仕上 削に） （穿

　　 孔ぼ）

（2） 補 助仕事時聞 （鋲燒方や）（金物取付と）（寸法溺測ナ）

（3） 必要なる手室時間 （便所へ ）（注油チ）（現場往復モ）

（4） 故 障時間 （動力停止テ）（機 賊故障キ）（他 入 の 障害サ）

（5） 準備時間 （材料受方ウ）（加工 品運搬 ハ ）史器 具準備タ）

（6） 着手用意時間 （鬪面 倉得ス）（刄物調整ツ）（機賊調整イ）

（7）　仕直時間 （自己 の 失策 に よる もの シ）（他ノ、の 失策に よ る もの ヒ）（器 具の 不完・klCよ る もの セ）

（8）　浪費時間 （自己 の 怠惰口）（他 入の 世話等メ） （工 事 に 無關係な る他工 事ム ）

　様式勸 髭

第一冫虎（甲）

　　　　　　　時間研究用紙 使用法

　 名　　　　　 稱　　　　　　　　 珊　　　　　 法

工 作 時 間 貴 擲 表 　 　 未 定的長時 問研 究 （個 人作業）用

附表雷號

第
一

表
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造船 作業の 時閥研 究に就 て N 正 木 宣
．
恒 璽 1

第一・駿 （乙 ）

第
’
二 號 （甲 ）

第 號 （乙）

第
’
三 號 ！甲 ）

第 三 號 鴨乙）

第四號

第 瓦號

第六 號

第 七號

第八 號

第九號

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 〃

實　測　記 　録　摘　要 　表

工 作 時 間 實 測 計 算 表

　 　 　 　 　 〃

標 準 時 間 決 定 表

許容時問及添加時問決定表

實　 測 　 表 　 目　 録

實測方法

　　　
”
　　　　　　　　綾き

　　　
”

　 　 （團體作業）用

　 　 　
tX
　 　 　 　 　 　 　 績 き

既 定　的　短 　時　間　硯 究　用

　　　 ” 　　　　　　　 續き

實 測 摘 要 記 入 用

未 定 的 長 時 間 研 究 計 算 用

既 定 貞勺短 時 「背1研 　究 言1．　算　用

標　　準　　時　悶　決 　定　用

許 容 時 冏 及添 加 時 間決 定 表

質 例 工 事 名 稱 記 入 用

　 t 、未定的及長時間研究

（第
一表乃至第六表、第十三 表乃至第十八表參照）

表ご第

表

表

柱

圏

第

第

表

表

裘

表

表

表

表

表

表

衷

表

・

八

三

悔

再
＋

セ

杁

六

性

第

第

第
第

第
第

第

第

第

第
第

　
　

｛

ー
　
　

　

ー
｛

（1） 或 る作業 を實測せ ん とする場合．實測 者は起業前 ． 實測用具及第
一號様式 （甲）（乙）實測 lil紙

　　　［團體工 事は第二號様式 （甲）（乙）亅を用意 し作業者の 側に 立 つ
。

（2 ） 實測用紙 （甲） に記 入 す ぺ き諸項を調査記入する こ と．若し時間の 許 さざる場合は 實測終 了後

　　　調査記入して 可 なるも ． 機賊の能力及囘轉數等の 如き必す豫 め承知 し置 くを要す。

（3） 起業時の 汽笛と同時に紗時計を起動す 。

（4） 其後は作業者の操作を注靦 し．其操作 D 變化する 毎に操作符號及操作所要時聞を夫 々 用紙 に記

　　　入 し ． 経 日作業者の操作を計測すQ

（5） 丘ヒ間實測者は次 の 諸項 に就て ．精細な る觀察をなし共の 都度備考瀾に記入す。

　 （イ）

　 （ハ ）

　　（＊ ）

　 （卜）

　 （り）

　 （ル ）

（G）

機械器 具並 に 工 具 の 適 否

從 業 へ員數 の 適否

工 事 の 使用 目的に 對する仕 止 り程度の適否

從
−
業 者 が 作業 に 全能力 な傾注しれ ろ や 否 P

作業難易の 程 度

切削速度 に よ る刄先 の 耐 久程 度

（ロ ）．材料其他 準備 の 滴否

（＝ ）　加工 順序の 適否

（へ） 作業が順調に 進みしPljp

（チ ）　從業者 の 熟練程 度

（只 ）　作業者 の疲勞 ¢ 程度

（オ ）　作業者 の 其仕事 に 對すろ 心 理 状態 の 考 察 等

　　　若 し船體取付工 事叉は組立エ 事 の 如 き もの ．叉は區劃的作業 （例へ ば火逢工 事又は機戚工 事等

　　　にて數個 の もの を或 る
一
部分宛加工 して 。順弐進む場合等）にて其 1 日 に て 工 事絡了せ ざ る饗

　　　合は ．翌 艮も之 を繼纃す 。 但 し匝劃作業に於て は其 1 區劃 を 1 作業と見る こ とを得 る
’
場合多

　　　きを以て 時間は長 く要して も無釜で は ない
。

（7 ） 實測中作業の 1 週期毎に之 を・一・括して 時間 を計算し得 る樣にす。

（8）　作業週期の 短かき作業は全能力を以 て 働 き居 る場合 と．然 らざ る場合 （i 日間tctw囘）に於け

　　　 る一暦微細なる操作観察をなして 之 を記入 し置 く。

（9） 作業 の 最後又は中聞 の休憩時間等に雜談的に作業者又は組長の 該作業に剄する所見を聞 くも亦
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　　　興味 を得 る こ と があ る
。

（10）　以上 の 如 くして 共作業が 完了す る迄實測 し 、 作業絡了後 ．次 の 作業に着手す る迄の 厭態をも記

　　　入 し．實測 を絡 る 。

（1）

（2）

（3）

（4 ）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

　　　　　　　　　　實測記録整理 方法 （數字は順序 を示 す）

實測 用紙 の 不明瞭箇所及略記 箇所 を完至に して 、何入が 何年後に見て も分 るや うに す。

諸備考及注意書を纏めて ．實測中の 感想共他 を實測記録摘要票 （第il員號樣式）に記載 re

各操作毎に其起 つ た囘數及所要時問を計算す。

之等 の 結果 を第五 號稼式の 計算用紙に纏め實就飆 iliに 對 す る％ を計算す 。

之 を諸作業條件と共に第七號及第八 號樣式決定用紙に轉記す 。

各操作の 1 囘に對する時問 、 若 くは 1 日に對 する割合 の 多少を備考瀾等 を參照 して 考察 し．適

當と認むる時闘 を各其側方に記註し其理 由を簡粗に記録す c

決定用紙に は作業名稱其他の 諸項 を精細に記入 す
。

實測 目録 （第九號樣式）に 之 を登録す 。

決定用紙 は實測記録 と共に同
一・ev業の ものは一纒 め として 各作業別に區分して保管す。

製品の 寸法形SVIが若干異 るも作業性質の 同一・な る もの に對 して は前違 の 如 き方法にて 作業 者の

技倆．日給の相異せ るもの 及び作業條件を異にせ る もの に 9 囘 （時として は數囘）實測 し．之

を前述の方法に て 同一決定用紙に列記す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 作業方法の 批到

　 作業順序．加工 方法．檢査要項の 決定、並 に現作業方法の 缺陥 を指摘する等．記録に よる根本的比

較研究

（1） 各操 作毎に 作業者に よる毎囘に樹する所要時間を比較研究す。

〈2） 各作業者 （叉 は團體）毎 の 作業時闇 の 比較研究 をなし、共時間叉は生産量の 差異が那漫に あ るや

　　　を考察す。

〈3） 現状に於て 作業方法及順序を改良する こ とに より． 徇除去 し得る操作及時間を發見する こ と。

（4〕 將來僅か の設備及工 具の 改良に よりて 削減若 くは除去 し得 る操作及時間 を發見する こ と 。

（5） 作業準備係 の 充實に よりて 除去し得 る操 作及時間を數字的に指摘する ことe

〈6） 實測時間中の 生産品の檢査報告に よりて 、檢査要領を定め生産品の 標準とする こ と
。

（7） 以上諸項 の 結果 より ．現牀に 於 て 出來得 る限 りの 改善 を施せ し場合の 加工順序．加 工 方法 及檢査

　　 要領 を立案 し、數宇的 に一般關係者に 示 して 了解 を求 め諸般の改善 を計 るべ きで ある 。

〈8） 徇此際直ち に實行し得ざる も．理 想的工場設備．作業方法をも立案して 之に對する標準時間を決

　　 定 し．一般 の參考 とすべ きで ある。

N 工工
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　許容時間の 決定

　前篩に於て 實行し得べ き最善の 加工 方法が決定 せ られた か ら、之に 要 する標準時間を決定す る爲め

に 、先 づ 1 貰繼續 して 作業す る場合 lceeする許容時間を次 の 方法に よりて決定する 。

（1）　各操作毎に各作業者に對する各囘 の 所要時間を比較し．共内に殊に多きもの 又は少なきもの を除

　　 外 し、其の
ZF 均を取 る

。 叉
一
方に於て 數囘同

一
數字 D 表はれたるもの を採 り、平均數字と1ヒ較し、

　　 殆ん ど等 しき場合は其數字を採用す。 此場合 icは勿論實測用紙の 備 考 欄に よ りて 訂正 した る記

　　 註を霹重すべ きで ある。

（2） 往復時黝 、便所時聞 ， 其他實驗し得 るもの は實測莠が 體驗し．實際記録と比較する t とが必要で

　　 ある 。

（3） 是等 の 各操作に對す る推定罫寺問 を得た る場合は必 要な る手室時間 （N ）及故障時闇 （H ）に對す

　　 る操作時闇の 合計 を求め．各實就時闇 に對する％ を算出す。 然るときは之が其種作業を繼蹟する

　　 場合 の 許容時開 となる
。

（4） 徇多 くの 作業種額に對 して t2　．同様 の 方法 を以 て 許容時岡 を求 め各之 を珪 鮫研究 した る上 ．補正

　　 す る と同時に 各作業 に對する標準を作る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 添加時間決定

　作業の 着手時に於て共準備及Ml意1こ要する時間であ るか ら．同
一の 作業が何囘とな く繰 り返 さ る S

場合は不必要の もの で あ る
。 故に數量に 比例 する正味時闇及時 H に 比弼する許容時間 とは全然別に考

へ なければならぬ 。 即ち

（1） 現｝伏に於て 最善の 作業方法に於ける着手用意時闘の 各操作に要 する時間の 和を探 る の で ある 。

（2） 若 し現牀に於て徇準備作業が完全に出索居 らざる場合は．準備係にて なし得る操作を除去 し・作

　　 業者に て なす操作に對する時間の み を採 る こ と 。

（3） 準備時悶を添加時闇に採る場合は 、其の 操作徹 こ標準時聞 を決定 し．若し後日操作が準備係に て

　　 な し得る場合 は添 加時闇 の 内 より夫れ丈け を控除 し得 る如 くな し置 く必 要が ある
。

（4） 添加時闖は 作業始め に の み要 す る時間 で あ る か ら、一度請費工 事を打切るも、其後續V ・て 同様の

　　 作業をなす場合は與ふ る必 要が ない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 控 除 時 間

　之は仕直L 時間及浪費時聞 をv ・ふ の で あっ て ．原則として 全部除去す ぺ き もの で ある が ．次 の 各項

　　 を考慮 しなければならぬ 。

（1）　仕直し時間の 内に於て未成品若 くは粗材が少し宛不正格なる場合（例へ ば鋲打工 事に於て 未成 品

　　 に傷が ある爲め に適合せ ざる場合）等、長 き加工時闘中に於て ．少許宛挿入せ らるぺ き操作等は

　　 事實上 止む を得ざ る もの が 多い か ら、之等を全部除去す る ことは出來ない
。

（2） 總て の 工事に於て急 ぎ加工 した もの で ．正味時聞は少 くて も、不工合の 所が生 じたため・追加工
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　　　を要する もの が ある 。 之等は全部除去すべ きもの に あらす して ．共内の 追堀工 時聞丈 り撚 ・， ．∫・

　　 直 しの 爲めに餘分の 操作をした る もの だけ除去する の が 至欝で ある。

（3） 器 具工 具等が 不完全の 爲めに ．手直しを嬰 する場合もあるが，之等は其 の 工具器具が 直に 正 しき

　　　もの に なし得 る場合は採る こ とを要 しな い が ．實際上手直し得ない もの とすれば同様に加味せ ね

　　　ばならぬ 。

（4） 浪費時聞に於て 、共 工 事に關係なき操作な る も．次の 工事又 は前の 工事打合せ等の 爲め （鐵 木工

　　 事等には殊に多 し）賣任者が 仕事場 を離 る L場合が ある。 然し之等は早晩各種の 準備及整理 方法

　　 が 完全に なれば除 く こ と を得ん も．急に實現 する こ とは 出來ない もの で ある 。

（5） 伍長等が未熟の 職工 を多人數引受けて ．其各に機賊等を與 へ て 作業せ しめ．自分 も共に獨立 に 作

　　 業せ る場 合．伍長は不熟練 激工 の 後見を度 々 する こ とを要する。 斯かる場合には、伍長共者の 仕

　　 事に 關係 な くと も亦若干考慮に 入れ 、 其爲の 所要時闇を調査する必要が ある
。

（6） 以上 の 諸項は理想としては特種の場合で あるが ．實 1祭問題としては寧ろ現在の 牀態に於て ． 止 む

　　　を得ない場合が多い の で ある。故に之等は何時に て も除去 し得るや う、個 々 の躁作に 樹 して 完全

　　 な る標準 を決定して 置 く事が必 要 で ある 。 同時に 之等は出來る丈 け早 く除去 し得 る様努め 訟ぱ な

　　　らぬ ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 一 日中の 生産時間

　或 る 1 っ の 作業に幾 日も連績して 從事す る場合 ， 生 塵に使用 さる S 時聞 を生産時間とす る。 之 を決

定する に は 「正 當なる許容時間」に 「止 む を得ざ る操 作tc＄1する時間」 を遣加 し．其合計 と 1 口の 諸

休憩時闇の 和 を 1 日の勤務時間 より引去 り ． 其殘 りを生産時間 とす。 故に 此 の 時間多き程能傘は良 い

の で ある 。 此 の 生産時間は作業毎に異る を以 て 、互 tC比 較して 各標 準を作 り置 くこ とが 必 要 で あ る 。

此 生 蓙時 間 の 標準 が完成すれば以後は 個 々 の 寸法 及形獣の もの に 對して 、就定的短時闇研究に よつ て

作業量及製品個 々 の 標 凖時間を決定する こ とが出來るか ら．嚇 1研 究の 大牛の 目的を逹 した とい ふ て

も宜V ・の で ある。 然し乍ら造般工 事中鐵木工 ．鐡工 、填隙工
， 仕上 工

． 銅工 等に は短時闘研 究 の 困難

な る もの が多 い 。 從つ て 之等の 作業の 玉 週期を計測 せ ん とすれば、勢ぴ長時
111

研究 となる こ とが 多 い 。

故 に此 研究法は複雜な作業に對して は有效なる もの で あ る と思ふ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　長時間研究中の 正 味時間

　此研究中に得た正味時聞及生産量の記麻は ． 確かなもの で あ つ て ．是 より生産高が下 る こ とは ない

の で あ る か ら．生産量の 自信を得 る に は 最 も便岡で あ る 。

　又職エが故意に生産量を加減せん として も，
1 日中一

樣に加減が禺來る もの で はな い から，若 し手

加減 をして居 る もの とすれば ． 共の 都度操作の 所要時聞並に生奩量に 甚だ大きな差が表は れ て 來る
。

　故 ic此長時闇研究中の 正味時間 を細分し 、 其 の 當時の 備考鬧 と綜合 し研 究すれ ば極め て 興味ある結

果 を得 らるる もの で あつ て ．重要な る もの で ある 。 之 を研究す る に は次の 諸項に注意す る必要が ある
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（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

各操作所要時間の 最高，最低不均及最 も度 々 表はれた る數字 を記鎌する こと。

1 日 を通 して の 生産量の 變化を表 はす こ と 。

作業者に よ る所要時間 の 高低 比較 。

所要時闇の高低を左右する原因は何れにあるや 。

作業方法、器具工 具 の 相異に よ る所要時間の差 。

未定的及長時間研究の 實測方法 （5） の 各項に蝎げし作業條件 の 影響程度を調査する こ と。

断 くの如くして 各動作f9，1） 1 日中繼籤し得る標準時問を椎定し ， 正味加工時聞並 に補助仕事時

閻 を推定す。

　　　　　　　　　　　　　　　　八 、 蔑 定的及短時間硯究

　　　　　　　　　　　　　 實測方法　（第七表乃至第＋一表參照）

　ILkの 方法は前邇 の 如 く．豫め作業方法等を研 究し．最善と認めらる L 方法に て 作業せ しめ、共方法

に於 け る各換作の 所要時間を計測し、基準時間を決定すると同時に ．是等 7）分解研究に よりて ．作業

方法及使月撚 具等改良に資せ ん とす るもの で ．次の如き方法に よつ て寅測するの で ある 。

（1） 計測せ んとする或る種の 作業は 具方法 ． 順序並に器具工 其が其工場 の 現歌に於て 最適當な りと

　　　認められ尢 るもの icより實行 されて居 る こ と 。

（2 ）　從業職工 が其の 作業に充分熟練されて居 るこ と。

（3 ） ＃の 作業が 着手時 よ り棚當 り時間 を經過 L 普通 の 進行妖態に ある こ と。

（4）　特別の 劣等職工 に對 して は實測 をせ ざる こ と
。

（5）　作業者が特 に疲勞 して居 る場合等に は記掾 を採 らざ る こ と 。

（C・） 實測 者は作業者の 傍に て 、作業者の 妨害をせ ざる程度に て 作業者の 全勵作を確實に 覿寮し得る

　　　位置に 立っ こ とは．未定的研究の場合 と同樣で ある 。

（7 ） 實測｝11紙に 諸種の 作業絛件及記事 の 記 入 も未定的研究の 場合と同様 で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［實測用紙様式第三號 （甲）（乙刀

（8 ） 實測を始むる前に其作業に起 り得べ き操作の 總 て を、典作業順序に記入す 。 若 し之が未知 の 場

　　　合は共都度記入するもよろ しい
。

（
「J ）

（10）

（11）

（12）

（13）

正 當なる操作以外 に起る操作に就て も記 入欄 を設けねばな らぬ 。

上記準備を完成すれば、作業の 1 邇期の初め より時計を赴動して實測を始rv
。

次に各動作が完了した場合の時計の讃み を當該動作名稱の 下 に 記入す。

若 し此 間 に 正 現操作以外 の 操作が現 は れた る場合は．共 の 操作名稱の 下 に記入 し．且つ 現はれ

た る部分に記號を附す。 而 して 又元 の 操 作に移る
。

實測中作業｝伏態に對する注意は、未定的及長時聞研究 （5）と同樣で あつ て ．作業方法，從業人

員等は豫 め適當と認 むる方法にな しあ るも．術
一一暦の 精細なる觀察をなすこ とに よりて ，理想
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　　　的作業方法及機械器具 の 改善方法等を發見 す る こ とに努め 麟 まならぬ 。

（14） 實測時聞及個數は蜘 高に よ りて 異なる も大體次 の 如 きもの で あ る 。

　　　
一一‘

、
1 佃の 作業時間が 1 分乃至 2 分位の もの は 1 時闇以下

　　　
一・1 個が數分を要する もの は 1 時間以上 2 時間位

　　　
一．1 例が十數分を要 す るもの は、2 時閻以上計測する 必要が あ る 。

G5） 以上 の 如 くして 同種の 作業に對 し． 加工者を變へ て 數囘實測す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　實測記録 の 整理法

（1） 實測用紙の 不 明瞭箇駈及略記 箇所 を清書する こ とは長時既研究の 場合 と同様で ある 。

（2）　各操作毎囘に要 した る實就時聞を算出記入す 。 （計算用紙樣式第六號）

（3） 此實就時闇中特に多き又 は少 き時閻 に つ き、實測用栽 の 縮考欄と照合し、文 は記録の 誤な きや を

　　 吟味 し．確實に過小過大なるもの は除外す 。

（4） 各操作毎に所要時闇の 卒均と、操作中最も屡 々 現 はれたる數字と比較して殆ん ど等しき場合は之

　　　を探用す 。

（5）　各作業者に對す る各操作の 所要時聞 を求 め て之 を列記す。

（6）　以上 の 如 く記録 L て各作業別に保管す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 正 味時間決定

　數囘 の 實測 に より、各作業者に 對す る各操作の 所要時聞 を知 り得たらば次 の 方法に よりて 各操作に

對 する 正味時間を求む 。

（1） 各操作毎 に．各作業者に ょ る所要時間を筑較研究し．技倆の上下 に よる羝要時間の差は如何なる

　　 操作の
． 如何なる默態に於て 影響 するか を調査し．之に よ bて 作業の分割方法 ，作業方法共他職

　　工 の 指 導法を改善 すべ きで あ る。 何 となれば技倆の 差に よる所要時闇の 差は何れの操作に も起

　　 るもの に あらす 。 或る操作に限 らる N を普通とするか らで ある。

（2）　技倆の 差に よる所要時閥の 差あ bて も． 之を指示教育せ ば除去し得る もの で ある。 然 らば之等の

　　 観作は優良職工 の もの を採旧すれば良 い 様な もの なれど も、多少技倆 の 優劣あ る場合は其の平均

　　 を採用 す可 きで あるζ

（3） 又 同一形黙 の もの と雖も、材質共他條件等が少許宛差異あ る ため．時聞の差 を生する場合 もある。

　　此場合其の要素に變化の あ る の が普通で ある とせ ば．其 の 最小の 時間 を採らす。 總て の 平 均を

　　 探 る ぺ きで ある 。

（4） 作業者の 技倆 に よる等差の割合 を決定 ずる必要が あ る。即ち標準職工 （標準職工 とは一般 の 干均

　　 日給に相當する職 工 を意味す る もの に あらすして
、其作業に從事し得る職 工 の 内tcて 技倆及經驗

　　年齢等其の 作業に慣れた普通で ある職工 を指す） の場合 を基準 として ．上下 の 割合を決定するこ

　　 とが必要で あるo
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造船 作業の 時間研 究に 就 て、正 ＊ 宣恒 三里1

（5）　以上 の 如 くして 定 め られた る時闇 は ．何等の 支障な く仕事が 出來 る場合 ：C し て ．且つ 能率の 最も

　　 良き場合なるを以て ．1 日中斯様 に 理想的に働き得 らる Lか は疑問で ある 。 從つ て此記碌を共儘

　　 膏準とする こ とは危瞼で ある 。 故に 此等の記録と前章に遞べ た る長時間 研 究即 ち約 1 日間實測

　　 して 得た 正 味時間 の 記録 と各動作莓に對照 して研究する必要が ある。 而 して 共記 録中に於け る

　　 朝、鬢、夕 の 記録 と如何なる變化が ある か （短時闇研 究の 場合が所 要時間が少い の が普通で あ

　　 る）其割合を數字的に定めて 置けば．後 日同種類の 作業に對 して 、短時間研究 の み に よつ て標準

　　 を決定する こ とが出來る 。

（6） 各操作毎の 所要時間 を同種類作業の異寸法 の もの に對 する曲線を作 り比較研究 し．矛盾せ る點 を

　　 補正 して標準時間を決定する こ とが必要で ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　標準時問決定

（1） 前節に 於て各操作の 正 味時聞が決定 された ならば．其の合計に よりて 其の 作業 1 單位 （製晶 1

　　 個 ）に對す る正 味時聞 を知 る こ とが出來 る ，

（2） ユ 日 に樹する生産時悶は．前章の研究にて 知るととを得るが故に 、此の 生産時間を作業 1 單位

　　 の 正味時間 に て除せ ぱ．1 日 の 生産量を知る こ とが 出來る。 而 して 興 へ られた加 給 歩合 に よ り

　　 て 。工 數表又 は單價表 の 基準決定をす る事が 繊來る 。

（3） 算　　式

　　 （正　 味 時　 悶　t
、 ）＝ （正味加工時聞 C）十（郁助仕事時間 A）

（補　 助　 係 鰌 ・

、舞響 緬
（許　容 　時　 闇 舌・）＝ （必要なる手室時闇 N ）＋（故障時聞 H ）

（修　 正　 係

（標　 準　 時

數K
，
，）一

延 囗塒
器燕黔

時閲 t2）

間 の ＝ （正味時闇 t1）十（許容時間 の

（標 準 添 加 時 聞 丁）＝ （着手用意時闘 R）十（準備時闇の
一
部 P）

（控 　 除 　 時 　 聞）＝（仕直し時閻 F ）十（浪費時間 W ）

（標 勒 給 係 數 り 一

、一（、藤 盡、力緲 合、

（講 買 豫 定 時 聞 s）＝ （標準時聞 諺の ×
・

（請員豫定添加時闇 M ）＝ ‘標準添加時間 T）x・c

（總請員豫定時 聞 Q）−

s ×

誓
M

式中 π ＝ 請貫個數

　　 D ＝請員加入 人員
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 九 、 時間研究實鯛

（わ　外板鋲打工 事

第 一 表 未定的長時間研究實測用紙様式第
一號 （甲） の 記註例　 エ 事名稱略圓其他 の 作業條件 を

　　　記 入 す 。

第 r．表　未定的長時間研 究實測川紙様式第一號 （乙） の記註例　　第一・表に蓮綾して 用ひ．勵 ilを

　　　絡 る迄此翔紙 を使用す 。 （本表 は最初の 1 枚 の み を示 す）

第 三 表　未定的長時間研究實測摘要表様式第四號の記註例　　實測用紙中の ｛繕考瀾を綜括し感想を

　　　記載 する もの な り。

篤 四 表 A〈Xi的長時間研究工 作時聞實測 計算票記註例 　働作及内容査定符號に よりて 時闇 を計算

　　　し，實就時聞に對する各操作の 百分比 を求む。

第 五 表 未定的艮時闘研究 に よる正味時間記註洌 　之に よ りて 所要時陶 を吟味し ， 標準時間決定

　　　の 參考とす。

第 六 表　許容時間及添加時間決定表記註例　　各操作毎に所要時間 を決定 し．共合計 を求め て 許容

　　　時聞及添加時聞を決定 す 。

第 七 表 既定的短時間研究實測用紙手蒙式第 三號 （甲）記 註例 　既定の操作名稱 を記 入 し置 き ． 時

　　　計の讀み の 數宇を （讀）の下に 記入し ． 之 より實際時聞を算躓し （正 ） の 下 に記載す 。 具他の

　　　記事は第 ・表 と同樣な り
。

第 八 表 既定的短時間實測 Hian第三號 （乙）の 記註例 　第 ヒ表 に運續して 用ふ 。

第 九 表 第三表 に 同じ。

第 十 表 既定的短時聞研究工 作時闇實測計算票檬式第六號記註例 　 第 七表 及第八表 に現れた る時

　　　闇 の 少きもの よ り順次 に 列記 し 、 同時 に囘數をも並記 し其平 均及吟味値を求む 。

第 F −・
表　標準時階決定表記調 列　　第 十表 より得た る各操作の吟味値第五表 より得た る長時間中の

　　　正味時聞及計算上 よ り得た る數字 を參考 とし、許容時間 を加味して 標準時聞 を決定 す 。

第十 r 表　未定的長 ｝寺聞研究 と、飢定 的短 時間研 究 とよ り得た る各鋲徑に よる時間比 較曲綜 の 一例に

　　　して ．打撃時聞．押 へ 方 ． 次 の 「ス ペ ース 」に變は る時闇、「ハ ン マ ー」支持器等を變ぱす時間

　　　等には長時間 と短時間の場合と殆ど差な く、 最 も大なる差の 生ずるは 1 本の鋲を絡 りて 次 の 鋲

　　　に移る迄の 時闇で あ る か ら．之 が補助時聞の 合計に於て大な る差 とな り、標準時 間 に 於 て は約

　　　ユ0％ の 差 を見出す こ とに なる 。

（2）　外板 取付工事

第＋三表 未定的長時間研究慶醐 亅紙様式第二 號 （甲） の 記註洌 　 各從業者の 働 作を各別 ・ に 記 入

　　　せ る もの 、 本用紙 の 第一號様式 （甲） と異なる處は用 紙 中に 時聞を直ちに 記 入 し得 る様 1 口

　　　を 1 分とし、1 時購；迄 の 目盛 りを表 せ る事な り
。
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第＋四表 　未定的長時間研究實測用紙様式第r 號 （乙）の 記註例　　10 を 1 分 とし 、 團 髓作業を

　　　2 時闘迄記入 し得 。

　　　第一表に連續し實測を絡る迄用 ふ （本表は最初 の 1 枚 の み を示す）

第十五表 　未定的長 痔間研究實汲ll摘要表様式第 りq號 7）記註列　 用法せ第 三表 に同 じ。

第 十六 表 　未定的長時闇研究工 作時 聞計算票の 記註剛　　節三表 と異なる點は實就時跚 を總延時間に

　　　て 表すこ とな り。

第 ＋ ヒ表　許容時問及添加時間決定表記註剛　　川法は第六表に同じ。

第十八 表　標準時間決定 用紙記註列　　長時間研究 よ り得た る もの L み を採り標準時聞 を決定す。

第十九表　外板取付工 事に對する各操作の所要時聞 を第十八表 D 如 くして 求め圖示せ る 1 例に して ．

　　　「ボ ール ト」締付は 1 本に對 し．荷造 り ． 蓮搬等は 1枚毎 に、共他は 10 干方呎 に1封 す る 時 閻

　　　 を決定 せ り。 之等の曲線を修正 して 最後の 標準時聞を決定す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　− 0 、 結　　　　論

　私共の 經驗しました過去 1年 有孚の時閻研究の跡 を見まする に ．指導者及實測者共に不慣れの もの

が 集ま つ て 研究 を始めte事で あ ります の で ．最初の 數箇 1弸 、は ．實測方法或は整理 方法等に付て ．祁

當 の 苦心 を重ね ましたが 、 種 々 改良を加 へ た緒果、漸 く適當の 方法 を見出す こ とが 出來まして ．之 を

實行 して 居 るの で 御座い ます。 即 ち造般作業として根 本的研究を霧すた めtc、只今迄 は殆ん ど未定的

長時聞研 究 を致 しまし て 1 日中の 許容時間及添加時闇の 割合を定め 、且 つ 工場設備．管理 法 、作業方

法等 の 缺陥 を見出し ． 之等 を改良せ ん と す る 日的に．全力を傾注 して參 りました 。 從つ て 現在迄に採

集し得ま した記録に よつ て ．各職各作葉に要する之等 り時聞及作業方法の 良否等 も．略ぼ知るこ とを

得 ました 。

　勿論中に は未だ其の 域 に逹 しない もの も澤山ありますの で ，之等 に 對 して は 徇從來の 研究方法 を繼

鞍せ ねばな りませ ぬ ，

　記録 の 相常に集つ たもの に對 して は之等を充分比較吟味して ．各共の 作業に就て ．許容時間及び添

加時闇 の 決定 をな し，次に 甑定的及短時間研 究をして 、基準時間 の 決定 に到達 せね ばな りをせ ぬ 。 斯

くし て 得た基準時間は．恐 らく何所 へ 出して も愧か し くない もの と信 じます。 斯 くの 如 く観し來れば 、

私霽の經 て來た時闇研究は既に試強的時期を過 ぎ．實用的時代に入れ るもの と言ふ べ く．且 つ 造船事

業 に適當したる もの と思ひ ます 。

　故に 此 方法 を基礎 とし少許なりとも不備の 點を改良しつ L 進めば 、 必 すや修局の 目的 に逹する こ と

が 出來るで あDませ う。
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樣 式 第 四 號 第 九 表

實 測 番 號
職 i鋲 打

實　 測　 摘　 要 　 表
后　 8

機 械 器 具 の 遖 否

　　　　　　　　　　　 ＿ r＿＿＿＿ 一＿ 一 一一 　 ｝… 『

邁　　當

利料其他準備の適否 涵　　當

從 業 人 員 數 の 適否 適　　営

加 工 順 序 の 適 否 適　 営

エ 事 の 使 用 目 的に

對 す る 仕 上 り 程 度
良

作 業 が 順 調 に

進 捗 ぜ しや 否 や
可 　　良

貿 測 中從 業者が 全能
力葎發揮ぜ しや 否 や

9．5

従 業 者 が 作 業 1；
熟 練 ぜ り ρ 否 や

熟　 練

作 業 の 難 易 と

疲 勞　の 程 度
現楊は 讐遞 に して工 事最 も容 易疲勞 な し

實

測

者

及

係

長
の

感
想

貴測 中從業者は 全能力を發揮して作業 し現場 は 讐通に し太諮準圃及 び加 丁 順 序等最 も適當ぜ ろ爲め工 事 は

理 想的に 進捗ぜ り 。 散に 此 の 短時間 實測記 録は 墓準 と して 信魍 す うに 足 る もの な り

倫長時間實測 記錬と對照するな要す

而 して 翼に 3 人 作業に≧ る釵鋲法を 採用ぜ う もの との 比較研 究を嬰す
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、箏窖
工

i　　 實 測 摘 要 表

機 械 器 具 の 適 否

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

適営 と云ふ な得べ し

材料其他準備の 適否 材料の 置揚所 に就 て は 目下 の 状態 と して止むを得ざれ 共樹考慮を要す其の 外良

從 業 人 員 皴 ¢ 適否 本工事 の 如きは 4 人 に て は 不 足 の 感 あ り 5人 が適當な り 6 人 に て ぱ 手空時間径生 ず

加 工 順 序 の 溘 否
本 工事 の使 用材料な選擇 しつ   中 甲板 上 に 運 び揚げ fこ り、若 し兩舷，こ 使用 出來得 ろ「ク レ ー

ン 」 あ らば中 甲 板迄蓮 び揚 げ る 時間を省き得れ 共目下 の 状態に て は 先づ 良 と云 ふ を得

工 事 の 使 用 目的に

附 ず る 仕 上 り 程 度

厚 さ弗 LES 鋼 板取付に 就 て は 荷 「丗 冖ル トナ ッ トJの 締付 方 1 校 に 付て 7 本 位 の 不 足の 感あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
り仕上 リ程 度 中位 と云 ふ な得ぺ し、

39LB5 鋼板取 付に 就 て は銃 鋲 孔 冨
り位惡 し孔 12 あ りた

れ 共是 れ 以 上 直 す こ と は 不 山來
「

潔
一

ル トナ ツ ト」締替 11 本行 ひ六 り仕上 り程 度上 、 其 の夕卜

異沃な く仕 上 り程度上 な り

… ｛

作 業 が 順 調 に 進

捗 ぜ し や 否 や
「ク レ ー

ン ，待 合 ぜ 時間大 に 失する様 なれ共工事 は 順調に 進捗ぜ り

實測 Fl，從 業者が 全能
力 な發揮ぜ しや 否P

本 工事 の 如 く「ク レ ーン J使用 の工 事に て は 普通 の働作存90％位 とす れ ば92％位 と云 ふ な 得

べ し

從 業 者 が 作 槊 に

熟 辣 ぜ り や 否 や
夕卜板の 取付工 事 の み を な す從業者 に は あ らざれ 共取付工 事に は 熟練ぜ し もの

一

作 業 の 難 易 と
疲 勞　の 　程　度 灘 1：郡 ：．黐 響 ：1ヒ

開ミ実艙嬲 櫞 蠡。 ，（
共 に 疲勞は

見 受 られず）

賓

測

者

及

係

員
の

感

想

本工 事陣用 の 材料 は 加工 も正 確 に 出來居 り又 取 付 け ¢ 現 楊 も正 確に 決 り居 りた う もの に して 碩 調［：取 付け

得 1こり 、標準 とす る に は邁営なれ共厚 さ40LBS 鋼板に 於 て見 る に1椥 ：付「fit　一・ル トナ ツ ト」7 本位締付け ろ時

間 を 加 算な し†；る もの を 妥當 と云 ふ ぺ し、 取 付 「瀞 一ル ト ナ ッ ト」¢ 配置は 「フ レ
ー

ム 」1 本 に 3 本宛 位 「エ

ッ ヂ ラ ッ プ 」に 於て は 「フ レ 冖ム ス 4 一ス 」に 1 本宛な 爾端に 於て 接合箇所に 2 本宛締付け う もの と し て實

測 ぜ り
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O 會長（今岡純 一 邱畧）　御質問 な り御討論な りを御願ひ致したい と思ひ ます
。

0 橋本賢輔君　是だ けの もの をどの 位の 人數で 御遣 りに な りま した か 。

0 正 ホ宣恒君　十五人程使用 しま した。 姑めましためは昨年の 匹月からで す 。

O 橋本賢輔暑 　全饐 の 費用 の 概算は分 りませ ぬ か 。

O 正 木宣恒碧　請員審査機麗の 人 も1多少此 の ti事に臨係が1あ ります の で ：只今明確に 申述 べ られ ま

せ ぬ 。

O 奮長（今周純
一郷君）　 何方か外に 御質問な り御詞論な りありませ ぬ か、・… ・… 正木君は吾 々

跫船業 に從事 して 居 る者が現在研究 もし．また貧際に役立たせ た い と存 じます 「タ 4A ス ク ジー」 の

欺態 を御報告下 さ い ま して 、此 困難な る悶題の 實行手段 を御知 らせ下 さ い ま した こ とは．誠 に吾 々 造

船家の 感謝に堪へ ない ところで あ ります c 此鴫聞研究は機械作業で は外國あた りで もや つ で 屠 るや う

で ありますが ．遑船工業の 如 き 工 程上 の 變化が 不 同で あ りまし て 困難致 して 居 る際に 、斯様な御研究

の ある こ とは、吾 女 進船 に從事して 居 る一般の 者に 對 して 、非常なる刺戟で あ り、鵠來各地 に於 て 此

佛 こ倣 ふ 遑船業者に は非常な る便釜で あ らう と思 ひ ま す。 此有釜 な る論文 を御發表下 さ つ た こ と に 對

し深 く感謝の 意 を表す る爲に講君 と共に拍手 した い と思ひ ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（拍手起る）
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